
 

 

 

〇今は，がまんの時！   
緊急事態宣言を受けて，９月１日（水）の始業式から栄小学校では，「分散登校やオンライン授
業」という今までの概念での学校では考えられない形態で授業が進められています。オンライン
授業においては，教職員の研修や児童への操作方法の学習など「完璧」とは言えない状態で
の発進となりました。児童・保護者のみなさんには，chromebookの操作等でご不便をおかけし
ています。操作等については，少しずつではありますが慣れていく様子が見受けられ，各学年で
授業を行っています。 
残念ながら，新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため，１３日～１７日についても，１３日・
１４日が「分散登校」，１５日～１７日が「オンライン授業」となりました。栄小学校に関わる全ての
人の「健康と安全」を守るための方策です。ご理解とご協力をお願いします。 
 
※今回の分散登校・オンライン授業は，鈴鹿市内の公立小中学校が一斉に行っています。他市
町の学校ではその地域の感染状況等を鑑みて処置を取っています。ご了承ください。 

 

〇オンライン授業の様子です。  
９月６日（月）より開始されたオンライン授業の様子を紹介します。各先生が，かなりの時間を費
やして準備をしてきました。様々なアクシデントも発生していますが，先生・児童ともに使用にも慣
れて，「chromebookの可能性」が広がってきているように思われます。 
６日の朝，初めて画面に映ったみんなの笑顔がとても印象に残っています。 
慣れることは，大事ですが「勉強する気持ち」は常に高く持って授業に取り組みましょう。 
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【保護者の方にお願い】こういう時だからこそ！ 
 
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のために，学校生活や家庭生活で多くの制約を強い
られています。その中でも，時間は過ぎ，子どもたちは，その時間分成長をしていきます。人として
の成長が最も大切な時期，「小学生時代」に「確かな学力・豊かな心・健やかな身体」がバラン
スよく成長できるよう各ご家庭での適切なご指導・ご助言をお願いします。 
 
【心配な点】 
・お家で引きこもりがちになり，運動不足や家族での会話が少ない。 
・パソコン，電子ゲーム等のやりすぎ。 
・「はやね・はやおき・あさごはん」ができていない。 
・オンライン授業後の宿題や「＋αの勉強」ができていない。 
・読書をまったくしていない。                            などです。 

 
ここで，先日，文部科学省より公表された「多様な体験が子供の健やかな成長促す 自尊感情
や外向性高い傾向にある」の記事を紹介します。 

 
栄小学校においても，学校での授業が再開された後は，「感染症対策」を十分に考慮したうえ
で，様々な体験活動を実施していきます。各ご家庭でも「この時期だからこそできること」を考え
ていただき，子どもたちの健やかな成長を促していただきたいと思います。 
 
【今後の予定】 
 ９月１３日（月）A 班（稗田・木鎌・南園・南條・南台・北条・新田・ニュータウン） 

分散登校 ３限授業 8:25～11:30（B 班は休み：出席停止扱い） 

１４日（火）B 班（秋永・中瀬古・駅前浜・学区外） 

分散登校 ３限授業 8:25～11:30（A 班は休み：出席停止扱い） 

   １５日（水）～１７日（金）午前中４限 オンライン授業（8：45～12：15） 

   ２１日（火）～３０日（木）まもってくれてありがとう運動 

２４日（金）学校運営協議会 

２７日（月）朝の登校指導（まもってくれてありがとう運動委員会） 
 
※今後の行事につきましては，コロナウイルス感染状況を鑑みて中止・延期となる場合

があります。ご了承ください。 

多様な体験が子供の健やかな成長促す 自尊感情や外向性高い傾向 
 
文部科学省は８日、多様な体験の積み重ねが子供の健やかな成長を促すとする研究結果を公
表した。子供の頃にキャンプなどの自然体験やボランティア、多様な遊びや読書といった体験
の回数が多いほど、自分には能力や価値があると感じる「自尊感情」や外向性などが高い傾向
だったという。文科省は今回の結果を今後の施策に生かす考えだ。 
文科省が用いたのは平成１３年生まれの特定の子供を毎年調査して、経年変化をみる「２１世
紀出生児縦断調査」。２万４千～４万７千人を継続調査しており、このうち１２歳までの体験デー
タと１２～１８歳で抱いている意識との関係性を分析した。 
 
分析では、８歳（小学２年生）前後の１年間に学校活動以外で自然体験（キャンプ、海水浴、ウイ
ンタースポーツなど）を行った回数と、１７歳（高校２年生）時点の自尊感情との相関関係を調
べた。その結果、体験回数が多いほど、成長後の自尊感情が高いことが判明。家庭の収入水準
にも結果は左右されなかった。 
このほか、小学生の頃に読書の機会が多いほど、新しいことに興味を持ちやすくなり、学校を
楽しいと感じることができたなどの分析結果を得た。年齢に関係なく多様な関係の中で遊ぶ
ことなどで、自尊感情や外向性が育まれたという。 
 
文科省は今回の結果を「これまで直感的に捉えられてきた『体験活動は子供の成長にとって大
切』ということを裏付けることができた」と指摘。家族など周囲が「意図的、計画的に体験機会
を設けることが大切だ」としている。 


